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というのが話の基調である。   
主催国である韓国の民俗史については高麗大  
学の名誉教授である印権換（インコンハン）先  
生が発表した。内容の要約は次である。   









19世紀半ば。   
2，形成期：1920年代、日帝時代、民族と民  
俗文化に関心が強まる。   
3．定立期：1930年代民俗学が独立学問とし  
て愛立されFieldWorkが行なわれる。韓  




資料が出版される。   
5．発展期1：1950年代、朝鮮戦争。しかし、  
学者たちの活発な活動で民俗の基礎が出  











金 泰順  
2008年5月16日（金）から5月17（土）まで韓  
国の全両大学で「南遺文化と世界民俗学との出  














関係から－」であった。   
佐野先生の日本民俗史を要約すると次のよう  
である。   
● 日本民俗学史   
翰文ははじめには「経世済民」の学から  
1．民俗学の胚胎（江戸時代後期）   
2．民俗学の誕生（1910、1935年）   
3．民俗学の成長（1945、2㈱年）   
4．民俗学の老い（2漱）年、現在）   
おわりには世界常民学としての再生の構成で  




※ 神奈川大学歴史民俗資料学研究科博士後期   
課程  
ー221－   
研究の績域が広がり、国際的な研究交流  














































あります。   
このような大会に私の名前が上がったことは  

























































































すっ 私は1998年停年を迎えましたが、自分が種  
を描いた民俗学の成果として13人の同学者たち  
と南道民俗学概説という本を整理して発行しま  


















－223－   
日本民俗学史を発表する佐野賢治先生  















る現状です。   
農楽も伝統の農楽はなくなりサムルノリが伝  






































－224－   
がいっぱいになり資材で使うことができます。  













たちがいることは心強く感じる。   
これから南道民俗学会に期待し、益々の発展  
を心から祈っている。  
新刊紹介  芹澤知弘・志賀市子編  









































（佐野賢治）   
2008．3月刊 A5判 2（裕京 風響社 2（X氾円  
ー225－   
